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ヨーロッパにおける近時の規律に向けた活動

 オンライン仲介プラットフォームに関するヨーロッパのモデル準則

 ヨーロッパ法協会（European Law Institute, ELI）のプロジェクト
（ELIは2011年に設立、メンバーは1,400名を超える）

 ワーキング・グループ：10のEU加盟国からの35名の研究者

 討議草案（Discussion Draft） が法律雑誌Journal of European Consumer and 
Market Law (EuCML) 2016, pp. 164-169に掲載

 https://ssrn.com/abstract=2821590で閲覧可能
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契約上の役割の透明性（1）

供給者

プラット
フォーム

消費者

?
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契約上の役割の透明性（２)

ELI討議草案11条

(1) プラットフォーム運用者は、顧客に対し、供給者と顧客との契約の締結前の適
切な時期に、顧客がプラットフォーム運用者ではなく供給者と契約を締結する
ことになることについて情報を提供しなければならない。

(2) プラットフォーム運用者は、供給者が、顧客に対し、その物品若しくは役務又
はデジタル・コンテンツを事業者として提供しているのかについて情報を提供
することを確保しなければならない。

消費者のためのニュー・ディール COM(2018) 185, 2条(4)
プラットフォーム運用者は、「物品、役務又はデジタル・コンテンツを提供する第
三者が事業者であるか否かについて、オンライン・マーケットプレイスに対する
その第三者の申告に基づいて」消費者に情報を提供しなければならない。

利用可能な取引データに基づく自動的な検証？
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プラットフォーム運用者の責任（1）

ELI討議草案18条(2) 
顧客においてプラットフォーム運用者が供給者に支配的な影響力を有していると信
頼することが合理的である場合には、プラットフォーム運用者は、供給者と顧客との
契約の不履行について供給者と連帯して責任を負う

プラットフォーム運用者は、単に「マーケットプレイス」を創出す
るのみならず、供給者に対して支配力を行使する場合がある

「事業体」と「マーケット」のハイブリッド

欧州連合司法裁判所判決 C-434/15 
– スペインのUber社

欧州連合司法裁判所判決 C-390/18 
– アイルランドのAirbnb社

参考文献：Busch, EuCML 2018, 172 – https://ssrn.com/abstract=3231505で閲覧可能 5



プラットフォーム運用者の責任（2）

適用範囲：新たなプラットフォーム・ビジネス・モデルにも適用されるのか？

Instagram Shoppable Posts, Facebook Marketplace

Google Shopping

Voice Commerce (Amazon Echo, Google Home…)

「プラットフォームとしての音声による取引」

参考文献：Karin Sein, Concluding Consumer Contracts
via Smart Assistants: Mission Impossible under
European Consumer Law?, EuCM 2018, 179-188 

EuCML
Editors:

Christoph Busch, Osnabrück
Alberto De Franceschi, Ferrara
Mateja Durovic, London
Joasia Luzak, Exeter
Vanessa Mak, Tilburg
Jorge Morais Carvalho, Lisbon
Kristin Nemeth, Innsbruck
Rupprecht Podszun, Düsseldorf
Christine Riefa, London

Journal of European Consumer and Market Law

Editorial

 ■  Geraint Howells 
Geoffrey Woodroffe 1934-2018 177

Articles (peer reviewed)

 ■  Karin Sein 
Concluding Consumer Contracts via Smart  
Assistants: 179

 ■  Ben Bradford/Naomi Creutzfeldt 
Procedural justice in Alternative Dispute  
Resolution 188

Comment & Analysis

 ■  Giorgio Resta 
Personal data and digital assets after death:  
a comparative law perspective on the BGH  
Facebook ruling  201

 ■  Dr. Lucas Wüsthof 
Germany’s Supreme Court rules in favour of  
“Digital Inheritance” 205

 ■  Marco Cian 
Online platforms and social networks as  
gatekeepers to the digital world – a preliminary  
issue on business freedom, competition and the  
need for a special market regulation 209

 ■  Lorenzo Bertino 
Service contracts and EU Directive 1999/44 on  
consumer sales  211

5/2018
09 October 2018
Volume 7  Pages 177 – 216
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評判メカニズム

ELI討議草案8条：

 レビューの収集、処理および公表に関
する透明性

 職業上の注意義務という基準への適合

 レビューのポータビリティ
（「評判という資本」）

 評判システムが任意のISO/CEN標準

を遵守するものである場合の適合性の
推定
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